
 

SPES2012 

―テーマ: サービス化により変わるシステム開発― 
参 加 者 募 集 

2012年7月25日(水)～26日(木) 

http://www.jisa.or.jp/seminar/SPES_index.html 

現場による, 現場のための,
シンポジウム 

 

日程：2012年7月25日(水)～26日(木) 

会場：秋葉原UDXカンファレンス  http://udx.jp/ 

主催：一般社団法人情報サービス産業協会  後援：経済産業省，(独)情報処理推進機構 

協賛：ソフトウェア技術者協会,(一社)コンピュータソフトウェア協会,(一財)日本規格協会,(一社)情報処理学会, (一社）組込みシス

テム技術協会, UMLモデリング推進協議会, (一社)電子情報技術産業協会，(一財)日本科学技術連盟 , (一社）日本情報

システム・ユーザー協会 

開 催 趣 旨 

2003年に第1回を開催した当シンポジウムは，今年で10 回目を数え，「SPES2012」として開催する運びとなりました． 

この１０年間に情報サービス産業をとりまく環境は大きく変わりました．特に昨年からの1年間を振り返ってみると，クラウドコンピューテ

ィングの拡大，スマートフォンやタブレット端末の普及，スマートシティ・スマートグリッドの実用化など，ITの多様化・高度化が加速する

中，ソフトウェアエンジニアリングが一層重要になってきています． 

今年度は「サービス化により変わるシステム開発」を重点テーマに掲げ，重点テーマに相応しい今後の方向性を示す基調講演やパ

ネル討論，地に足のついた技術の習得に役立つチュートリアルや多くの経験事例，講演者と参加者の交流を深める情報交換会など，

例年同様の充実した内容となっています．情報サービス産業の経営者や技術者の皆様に数多くご参加頂き，交流を深めていただきな

がら，ビジネス変革の鍵を発見して頂きたく存じます．皆様のご参加を心よりお待ちしております． 
 

プ ロ グ ラ ム 

7月25日（水） （第 1 日 目） 
10:00 
~10:20 

開会宣言・主催者挨拶  
一般社団法人情報サービス産業協会 技術委員会 

委員長 國井 秀子   
10:20 
~11:00 

F1a基調講演「情報サービス産業の今後と我が国産業の強化策について」 
経済産業省 商務情報政策局 

情報処理振興課 課長補佐 村上 貴将 
11:00 
~12:00 

F2a基調講演 「次の社会への新たな兆し ～スマートシティ・ビックデータ時代、変化の胎動をとらえる視座～」 
株式会社日立ソリューションズ 相談役 小野 功 

 昼休憩（70分） 
13:10 
 
 
 
 
 
~13:55 

F3a事例研究(公募) 
早期の要求獲得・問題解決を
実現する仕組みづくり 

デンソークリエイト 
竹下 千晶 

F3b事例研究(公募) 
オフショア開発における
単体テストの生産性向
上策～入力支援ツール
による言語の壁の克服
～ 
富士通エフ・アイ・ピー 

川越 正隆 

F3c事例研究(公募) 
継続的な価値提供のため
の改善プロセス 
リコーITソリューションズ 

前鼻 毅 

F3d JISAセッション 
情報技術マップ調査に
ついて～現場にいる技
術者の声から分かった
技術トレンド～ 

さくらケーシーエス 
安藤 洋 

F3f JISAセッション 
ソフトウェア開発におけ
る著作権問題の落とし
穴～プロジェクトメンバ
ーへの知財教育の重
要性～ 

NTTデータ 
岡 洋子 

 休憩(15分) 休憩(15分) 休憩(15分) 休憩(15分) 休憩(15分) 
14:10 
 
 
 
 
 
~14:55 

F4a事例研究(公募) 
要求仕様から利用品質～ソ
フトウェア品質特性へのリ
バース結果に基づく要求仕
様レビュー～利用者に喜ば
れる・役立つシステムの構
築に向けて 

HBA 
安達 賢二 

F4b事例研究(公募) 
オフショア開発における 
アジャイル開発の取り
組みと評価 

オージス総研 
張 嵐 

茨木 良昭 

F4c事例研究(公募) 
“チーム力”で派生開発を
成功させる為の“仕掛け
作 り ” － XDDP と
SCRUMの併用で派生開
発を極める － 
ソニーイーエムシーエス

勝又 淳 

F4d JISAセッション 
プロジェクト健全性評価
指標 

構造計画研究所 
後藤 卓史 

F4f JISAセッション 
なぜ，JISA価格モデル
なのか？価格変動要因
の価格モデルへの適用
事例 

ジャステック 
川越 敏浩 

 休憩（20分） 
15:15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
~16:55 

F5aチュートリアル 
要求工学知識体系

(REBOK)と要求工学の 
実践 

筑波大 
中谷 多哉子 

F5bチュートリアル 
小規模組織のソフトウェ
アプロセス国際規格VSE 

東海大 
伏見 諭 

F5cチュートリアル 
無視できないAndroidと
NFC 

 
ブリリアントサービス 

杉本 礼彦 

F5dハンズオンセミナー 
組織目標達成と IT導入の
整合性を図るために～
GQM+ストラテジーの紹
介～ 
伊藤忠テクノソリューショ

ンズ 野村 典文 
情報処理推進機構 

ソフトウェア･エンジニア 
リング・センター 

平林 大典 

F5fチュートリアル 
エンタプライズ系ソフト
ウェア開発における形
式手法の活用 

日立製作所 
大坪 稔房 

 休憩・移動(20分) 
17:15 
~18:45 

情報交換パーティ・ご挨拶 (会場：同ビル 4階 UDX Gallery NEXT-1) 
独立行政法人 情報処理推進機構 

ソフトウェア・エンジニアリング・センター 所長 松本 隆明 



プ ロ グ ラ ム 

7月26日（木） （第 2 日 目） 
9:30 
 
 
 
 
 
 
~10:15 

S1a事例研究(公募) 
要求獲得プロセスの可
視化と検証の自動化 

東芝ソリューション 
北川 貴之 

S1b事例研究(公募) 
業務運用の品質向上に向
けた取り組み～ メンバ全
員（17名）参加による継続
的な改善活動への挑戦 
～ 
富士通エフ・アイ・ピー 

白倉 祐美 

S1c事例研究(公募) 
TOC 思考プロセスによ
る改善施策の合意形成 
-テストプロセス改善にお
ける事例- 

日立製作所 
八木 将計 

S1dテクニカルセッショ
ン 
セキュアな情報家電の
作り方 

情報処理推進機構 
セキュリティセンター 

小林 偉昭 

S1f JUASセッション 
今ユーザーがベンダーに求
めるパートナーシップ～ユ
ーザー企業を対象とした各種
調査結果から～ 
日本情報システム・ユーザー

協会 
平山  貴子 

 休憩(15分) 休憩(15分) 休憩(15分) 休憩(15分) 休憩(15分) 
10:30 
 
 
 
 
 
 
~11:15 

S2a事例研究(公募) 
要 求 開 発 手 法
「HyThology®」 
～REBOK 実践の取り
組み 

日立ソリューションズ 
藤田 和明 

S2b事例研究(公募) 
社内システム開発標準の
開発におけるテンプレー
ト開発作業の効率化と高
品質化 

東芝ソリューション 
牛山 佳奈 

S2c事例研究(公募) 
画面設計の開発プロセ
スの改善への取り組み 
－プロトタイプを用いた
画面イメージの認識統一
の事例－ 

日立製作所 
滝口 めぐみ 

S2d テクニカルセッショ
ン 
設計・運用視点でのサ
イバー攻撃対策 

情報処理推進機構 
セキュリティセンター 

小林 偉昭 

S2f SECセッション 
政府システム開発にお
ける超上流品質改善 

アイネス 
情報処理推進機構 

ソフトウェア･エンジニア 
リング・センター 

菊島 靖弘 
 休憩(15分) 休憩(15分) 休憩(15分) 途中休憩 途中休憩 
11:30 
 
 
 
 
 
 
 
~12:15 

S3a事例研究(公募) 
第3者レビューによる要
件定義書の品質向上の
取り組み 

NTTデータ 
斎藤 忍 
竹内 睦貴 

S3b事例研究(公募) 
COSMIC概算法による概
算規模測定の測定コスト
削減の検討結果 

オージス総研 
藤井 拓 

S3c事例研究(公募) 
NRI の社内業務システ
ムにおける RIA 化の取
り組み ～RIA 化におけ
るポイント・課題に関す
る考察～ 

野村総合研究所 
余瀬 正美 

S3d テクニカルセッショ
ン 
クラウドのセキュリティ
に関する議論と標準化
の動向 

情報処理推進機構 
セキュリティセンター 

勝見 勉 

S3f SECセッション 
高いレジリエンスによる
IT サービスの継続～「高
回復力システム基盤導
入ガイド」解説～ 

情報処理推進機構 
ソフトウェア･エンジニア 

リング・センター 
山下 博之 

 休憩（75分） 
13:30 
 
~14:50 

S4a招待講演 
楽天における BigData の実践と、その先の展望 ～ NextReality 

楽天研究所 
森 正弥 

 休憩（20分） 

15:10 
 
 
 
 
~17:00 

S5aパネルディスカッション 
サービス化により変わるシステム開発 

コーディネータ  八子 知礼(デロイトトーマツコンサルティング) 
パネリスト 関 孝則(セールスフォース・ドットコム) 

パネリスト 羽生田 栄一(豆蔵) 
パネリスト 渥美 俊英(電通国際情報サービス) 

17:00 
~17:30 

講評・表彰・閉会挨拶 
一般社団法人情報サービス産業協会 技術委員会 

ソフトウェアエンジニアリング部会 SPES企画WG座長 隅垣 隆夫  

※最新のプログラムは http://www.jisa.or.jp/seminar/SPES_index.html をご覧下さい． 

 

参加申込：下記URLからお申し込み下さい．(“SPES”で検索) 

http://www.jisa.or.jp/seminar/SPES_index.html 

 

参加費：早期割引をご用意しておりますので，お早めにお申し込みください． 

※本価格は「2日間の参加費」「配付資料代(USBメモリ渡し)」税込です．「情報交換パーティ参加費」は無料です． 

参加費 早期割引 一般/当日 

適用期間 （5月25日から6月30日まで） （7月1日から 7月20日まで） 

JISA会員 25,000円（お一人） 30,000円（お一人） 

JISA会員外（傘下会員含む） 30,000円（お一人） 35,000円（お一人） 

 

定員：200名（先着順） 

 

問合せ先：一般社団法人 情報サービス産業協会SPES2012事務局(鈴木/大原） 03-6214-1121, spes-staff@jisa.or.jp 

 

以上 

 


